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パルシステムグループの理念

代表あいさつ代表あいさつ
つながりと助け合いから共生の社会へつながりと助け合いから共生の社会へ

世界は今、いっそう混迷を深めつつあります。ウクライナや中
東など終わりの見えない紛争は、多くの尊い命を奪い続けて
います。背景の異なる他者を排除しようとする動きは世界各国
で強まっており、憎しみによる分断の連鎖が止まりません。
一方で気候変動とそれにより頻発する異常気象は、私たちが
生きるのに欠かせない農林水産物の生産基盤を揺るがしてい
ます。近年は、さまざまな品目で生産量が乱高下し、需給バラ
ンスをひっ迫させる場面が増えました。担い手確保やコスト対
策も解決策を見出せておらず、持続可能性の確保は喫緊の
課題です。
これらの背景によるエネルギーや食料価格の高騰は、私たち
のくらしにも暗い影を落としています。長引く物価高騰は家計
を圧迫し、日々の食事にも困窮する世帯を増やしました。生活
の根幹を脅かす事態の連続は、社会が大きな転換点を迎え
ている警鐘を私たちに鳴らしているかのようです。
効率や利益の最大化を優先する資本主義中心の社会は、経
済的な成長と技術の進歩を遂げた一方、格差拡大や環境破
壊という歪みを生みました。これらは個人の力や公的な支援
だけで解決できる規模を超えています。
こうしたなか、直面する課題を解決する担い手として、世界で
は「助け合い」の力で解決を図る協同組合への期待が、かつ
てないほど高まっています。国連は、2025年「国際協同組合

年」の成功を受け、今後10年ごとに同年を設けることを決議し
ました。国際年を定期化することは、長い国連の歴史でも初
めてであり、画期的なできごとです。
パルシステムは、生産者と消費者のつながりから支え合う産
直を通じ、持続可能な社会を追求してきました。あらゆる活動
を通じ、多様性を認め合い、手を取り合うことが、世界の人々
の穏やかな生活を守る唯一の道であると実感してきました。
2026年は日本国憲法が公布されて80年の節目を迎えます。
私たちは、国籍や境遇、世代を超えた「協和による成果」こそ、
理念に掲げる「共生の社会」の実現にあると確信しています。
そのためにも、これからもみなさまとの連携をさらに深め、より
強固な信頼関係を構築することが不可欠です。誰もが安心し
てくらせる社会をめざしてともに進んでまいりましょう。
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心豊かなくらし 

物質的な豊かさだけではな
く、心の豊かさや安らぎ、く
らしの質、人と人との結びつ
きを大切な価値として求め
るくらしのこと

共生の社会 

自然と人の共生、地域や属
性を超えた人と人との共生、
現在と未来との共生をめざ
し助けあう社会のこと

マイノリティの声に

耳を傾けて！

安全で
サステナブルな
食べ物を！

生協のパルシステムについて
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心豊かなくらしと共生の社会を創ります



2030年までに取り組むべき課題とめざす姿を、「パルシステム2030ビジョン」として位置づけました。
世界がさまざまな課題に向き合っている今、SDGs（持続可能な開発目標）の掲げる「誰ひとり取り残さない」と
同じ方向を見据え、身近なくらしの視点から共生の社会の実現をめざします。

パルシステム 2030 ビジョン

心豊かなくらしに寄り添う生協をめざして
「パルシステム生活協同組合連合会」は、首都圏を中心とした地域生協と
パルシステム共済生活協同組合連合会が加入する連合会組織です。
生協の原点である「人と人との助け合い」を大切にし、パルシステムグループの会員生協、子会社とともに、
くらしを支える商品供給事業や共済・保険事業、福祉事業、電力事業などで生活に寄り添った事業を進めています。

商品委員会／産直委員会／
平和・地域活動委員会／環境委員会／
地域づくり基金運営委員会／
個人情報保護委員会／情報セキュリティ委員会

委員会活動

事業内容

商品供給 共済 電力福祉

会員数：12会員
活動エリア：1都12県
（宮城県※／福島県／茨城県／
栃木県／群馬県／埼玉県／千葉県／
東京都／神奈川県／新潟県／
山梨県／長野県／静岡県）
※  宮城県では「あいコープみやぎ」が 
パルシステムの商品を取り扱っています。

総組合員数：177.0万人
会員生協総事業高：2,689.6億円
供給高：1,873.3億円
出資金：158.7億円
※  「総組合員数」から「出資金」は3月31日現在

2026DATA

「たべる」「つくる」「ささえあう」
ともにいきる地域づくり

パルシステム福島

パルシステム千葉

茨城県

パルシステム茨城 栃木

東京都
パルシステム東京

パルシステム
神奈川

山梨県

長野県

パルシステム山梨 長野

静岡県
パルシステム
静岡

群馬県

パルシステム群馬

埼玉県
パルシステム埼玉

パルシステム
新潟ときめき

福島県

宮城県

千葉県神奈川県

栃木県

新潟県

あいコープみやぎ
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「たべる」ことの大切
さを伝えあい、安心
で心豊かな食を地
域に広げます。

身近な「ささえあい」を通
して、誰もがくらしやす
い地域社会を広げます。

地域をともに「つくり」、
持続可能な生産と消費
を確立します。

一人ひとりのくらしを
「きりかえ」、多様な命
を育む環境を広げます。

「わかりあう」心を広めて、一人
ひとりが大切にされる共生と
平和の社会をつくります。

きりかえる

つくる
農・産直

ささえあう
福祉・たすけあい

たべる
食

環境

わかりあう
平和



安心して商品を選べるように

独自の基準を設けています

商品づくりへのこだわり

たべる
食

つくる
農・産直

安全・安心な商品を開発し、
組合員に豊かなくらしをお届けするためにさまざまな取り組みを行っています。

1  商品の成分や材質の基準を設けて、 
安心で安全な商品をお届けします。

2    森林を育み、「森」「川」「海」の環境を 
守り、石けん運動を広めます。

3   再生原料の利用を推進し、 
限りある資源を有効に活用します。

4   文化や技の継承・発展、 
国産のものづくりを応援します。

5    「もの」を長く使い続ける 
 良さを伝えます。

6   組合員の声を反映させた 
商品づくりを大切にします。

生活用品への「6つの想い」

1  作り手と「顔の見える関係」を築き、 
信頼から生み出された商品をお届けします。

2   食の基盤となる農を守るためにも 
国産を優先します。

3   環境に配慮し、 
持続できる食生産のあり方を追求します。

4   化学調味料不使用で、 
豊かな味覚を育みます。

5  遺伝子組換えに「NO!」と言います。
6   厳選した素材を使い、 
添加物にはできるだけ頼りません。

7   組合員の声を反映させた 
商品づくりを大切にします。

商品づくり「7つの約束」

プライベートブランド（PB）商品一例
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生産者と組合員は顔の見える関係に
「組合員に安全・安心で安定的に食料をお届けしたい」。この思いを
もとに、パルシステムと産直産地は産直四原則を結び、生産や商品
の開発を進めています。

※ 天候不順やその他の事情などで産直産地商品がやむを得ず調達できない場合、協
力関係にある市場や取引先より代替品を調達し供給することがあります。

1  生産者・産地が明らかであること
2  生産方法や出荷基準が明らかで 
 生産の履歴がわかること

3  環境保全型・資源循環型農業を 
 目指していること

4   生産者と組合員相互の交流ができること

産直四原則

『有機ほうれん草』 『漁師がつくった
釡あげしらす』

『煮込んでおいしい
ロールキャベツ』

加工品にも
産直原料を
使用

検査結果は
Webサイトで公開

残留薬剤検査での前処理の様子

組合員の安心を支える
「商品検査センター」
パルシステムが自前で設置している「商品検査センター」では、理化
学検査などを通して商品の安全性の確認と、品質向上に取り組ん
でいます。放射能検査の結果は毎週組合員にお知らせしています。

遺伝子組換えに「NO！」
安全に選びとるためのマークも

世界中にあふれる遺伝子組換え作物。気づかぬうち
に口にしているかもしれません。パルシステムはそんな
状況に「NO！」の姿勢で、生産者やメーカーと商品づ
くりに取り組んでいます。

『圧搾一番しぼり
菜種油』組合員が遺伝子組換え作物を

使用していない商品を選びとれるよう、
マークを表示しています。

xyia i
GMOにNO！
（食品）

GMOにNO！
（飼料）

副原料 
不分別

不分別不使用

コア・
フード
有機JAS認証（化学合
成農薬、化学肥料を使
わない※）を取得した農
産物で、パルシステムの
トップブランド
※ 有機JAS認証の使用可
能資材を除く

エコ・
チャレンジ

化学合成農薬、化学肥
料を各都道府県で定め
られた慣行栽培基準の
1/2以下に削減。加えて、
パルシステムの「削減目
標農薬」の不使用を原則
とします
※ 青果は、土壌くん蒸剤不
使用

表示なし
パルシステムの
産直産地で生
産された農産物

農薬を減らす、使わない
人と地球にやさしい農業

1998年から、毒性の高い農薬を避けながら農薬の総力を削減する
「農薬削減プログラム」に取り組んできました。農薬を削減した商
品に「エコ・チャレンジ」「コア・フード」のマークを表示し、生産者・
組合員とともに人と地球にやさしい農業を続けています。

『エコ・バナナ
（バランゴン）』

1990年から化学合成農薬不使用の
『エコ・バナナ（バランゴン）』の供給
を続けています

海を越えて深まる産直
環境保全やフェアトレードにも配慮

現在12の海外産地と国際産直の協定を結び、商品を組合員に供給
しています。国内の産直産地と同様、安全・安心が基本。そして、環境
保全や労働環境の改善をともに推し進める関係性を築いています。

独自の基準をクリアした
プライベートブランド商品
パルシステムでは原材料の成分や材質に自主基準を設けていま
す。さらに、食品には商品づくり「7つの約束」、生活用品には「6つ
の想い」を掲げて商品化したものがプライベートブランド商品です。
プライベートブランドマークが付いた商
品は、厳しい基準をクリアした証です。 プライベートブランド

商品の数

880品
※ 2026年3月時点。産直青
果を除く。米は100％産
直米で、インターネット企
画品等一部を除きほぼプ
ライベートブランドです。

このロゴがプライベート
ブランドの目印

注文のときは
このロゴが目印
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出資

運営利用

生協としてありたい姿

生産者・産地との対話や

組合員の声を大切にします
協同組合である生協として、生産者・産地との対話や交流、
組合員の声を生かした商品づくりを行います。

組合員との『産直小麦のキャラメル香るりんごブレッド』の開発風景組合員との『産直小麦のキャラメル香るりんごブレッド』の開発風景

ささえあう
福祉・たすけあい

たべる
食

つくる
農・産直

作り手と食べる側は
リスクを分かち合うパートナー
安全・安心でおいしい食べ物を求めると、手間やコストなどの課題
がつきもの。作り手と食べる側がリスクを分かち合うための関係を築
くため、パルシステムは交流の場づくりや情報発信を行います。

組合員の声を作り手に届けるための
クチコミや生産者カード
パルシステムには組合員の声を取り入れるしくみがさまざまにありま
す。たとえば青果といっしょに届けている生産者カード。組合員から
預かった産地へのメッセージは、パルシステムから産地にお届けして
います。

各委員会・
部会 連合会 生産者・

メーカー

組 合 員

●  パルシステム 
問い合わせセンター

● 商品情報ダイヤル
● ひとことメール

● クチコミ ※毎月約6,000件
● アンケート・モニター
● 生産者カード ※年間約20,000枚
● 「ほしいをカタチにプロジェクト」

声の共有 商品・しくみの改善

産地に行って思いを伝え、
信頼関係を深める

パルシステムが大切にしているのは、
生産者との顔の見える関係づくりで
す。 「産地へ行こう。」ツアーや「公
開確認会」の交流の場で作り手と食
べる側が思いを伝え合い、信頼関係
を深めています。 有機の田んぼで生きもの観察

組合員の声で商品が生まれる
「ほしいをカタチにプロジェクト」
組合員と作り手、パルシステムが協力し、商品の開発やリニューアル
を行う「ほしいをカタチにプロジェクト」。メンバーが集まり、話し合い
や試作を重ねながら、組合員のくらしに寄り添った商品づくりに取り
組んでいます。

パルシステム埼玉
「パんで埼玉
～産直小麦より
愛をこめて～」のみなさん
（2024年度活動当時）

『産直小麦の
キャラメル香る
りんごブレッド』

組合員開発協力 
商品の数

168品
 ※2026年3月時点。

生活協同組合（生協）とは？
生協は営利を目的としない非営利法人です。
消費者が互いに助け合いながら、よりよいく
らしや社会を実現する「消費者の組織」です。
一人ひとりの組合員が出し合ったお金（出
資金）で運営され、 商品・サービスを利用す
ることで成り立っています。
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パルシステムアプリ・
インターネット注文サイトは
日々進化
各種アプリやインター
ネット注文サイトでは、
商品との出合いをつくる
機能の追加など日々改
善を実施。マタニティコ
ンテンツなど、独自のコン
テンツも展開しています。
※ 注文はインターネットのほ
か、注文用紙や電話でも可
能です。

くらしやすさのために

多様なくらしにこたえた

商品・サービスを提供します
組合員のライフスタイルやくらし課題の多様化を意識して、
さまざまな商品・サービスの提供に努めます。

2026年のCM『お料理セット』篇2026年のCM『お料理セット』篇

くらしに合わせて選べるカタログを用意
パルシステムでは、ライフスタイルに合わせて選べるカタログを用意
し、組合員のくらし課題に寄り添います。

カタログと注文用紙がひとつになった
ユニバーサルデザインのカタログも
組合員の「注文用紙への記入やWeb注
文はむずかしい」という声を受けて、カタ
ログに直接注文点数を記入するだけで
注文できる「きなりセレクト」が生まれま 
した。

忙しい人も、
料理に不慣れな人も
手早くおいしい料理が作れる

カット済みの具材とたれがセットになった『お料
理セット』。国産原料による自給率の向上や誰で
も手早くおいしい料理が作れるというジェンダー
フリーを意識した商品です。

常備菜から離乳食まで
毎日の食事作りに役立つレシピサイト

パルシステムのレシピサイト『だいどこログ』には、1万件以上のレシ
ピを掲載。手間を省いたレシピや食材使いきりなどの特集も用意し
て、食事作りの悩みに寄
り添います。
また、『子育て123』では
子どもの月齢別の離乳
食や子どもの生活にま
つわるQ&Aを紹介してい
ます。

『子育て123』『だいどこログ』

『きなりセレクト』
『きなりセレクト』は、「令和5年版消
費者白書」に掲載されています

子育て中の
家庭向け
『コトコト』

おとなだけの
家庭向け
『Kinari』

犬や猫のいる
家庭向け

『Link Ring Love』

介護が必要な
家庭向け

『ケア・さぽーと』

『 産直豚肉の
チンジャオロースセット』

幼児食作りを応援する
『キッズごはん
お助けセット』も

注文した商品を
リストで

管理できます

ささえあう
福祉・たすけあい

きりかえる
環境

『パルシステムアプリ』 『まめパル』
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「もっといい明日へ」大

サステナブルなくらしへ

持続可能な未来に向けて

くらしを変えていきます
サステナブルな未来のために、組合員とともに社会課題に向き合い、
明日のくらしを変えるアクションを続けています。

ささえあう
福祉・たすけあい

きりかえる
環境

 こんなアクションに取り組んでいます 

お米の生産コストの上昇
や生産者の高齢化などで、
日本食の安全は揺らいで
います。お米がある食卓を
守るため、「お米で超えて
く」を呼びかけています。
2026年度は新たなアク
ション、「おにぎりgood」を
スタート。おにぎりを通し
てお米のおいしさや食べ
ることの楽しさを伝えてい
ます。

調理の手間を省く水産加
工品の利用促進や環境
保全型漁業の支援などで、
魚の消費量拡大と水産業
応援に取り組んでいます。
※ 一連の取り組みが評価され、第43
回全国豊かな海づくり大会で環境
大臣賞を受賞しました。

『お料理セット』は規格外
野菜やリサイクル可能な紙
製トレーを使用したサステ
ナブルな商品。2026年度
には深型トレーも紙製化し、
年間約4tのプラスチック削
減が見込まれます。

2023/2/13

2024/1/26

01_A 01_B 01_C

01_D 01_E 01_F

『コア・フード
野付の秋鮭
スモークサーモン』

『さばの味噌煮
（骨とり）』 『トマト風味のドライカレーセット』

01_A 01_B 01_C

01_D 01_E 01_F

調達した再エネ＋FIT電気
中心の「パルシステムでん
き」の普及をはじめ、一人
ひとりのエネルギーの使い
方について呼びかけていま
す。

FIT電気
22.2％

その他
（化石燃料を
含む）

パルシステムでんき
電源構成（2025年度実績）
「再生可能エネルギー＋ 

FIT電気」比率
71.8％

パルシステムの
「超えてく」宣言

1 安全・安心で超えてく
2  ジェンダーフリーで超えてく
3 交流で超えてく
4 くらし方で超えてく
5 協同で超えてく

詳細はこちらから

▲

再エネ
49.6％
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食品ロスの削減につながる
1週間前注文

パルシステムでは、商品お届けの1週間前に組合員からの注文を締
め切り、その後生産者やメーカーに発注しています。在庫を抱えな
いので、食品ロスを最小限に抑えることができます。

オンラインで教え合い
コミュニティサイトで広がる交流

「パルモ！」は組合員同士がWeb上でつながり、
商品の知識やくらしに役立つ情報を共有でき
るコミュニティサイト。教え合いを通じて、パル
システムの原点である人と人とのつながりをオ
ンライン上でも感じられます。

パルシステムの取り組みが
グッドデザインとして評価
1年分のお米の注文を予約して生産者の米作りを応援する予約登
録米制度や、商品の利用が生産地域の活性化に貢献する『伝統の
やぐら干し・産直大根ぬか漬けたくあん』が評価
されて、グッドデザイン賞を受賞しました。

海の資源や生態系を守り、育み、利用する
環境保全型漁業を推進しています。たとえば『恩納もずく』の産地で
ある沖縄県恩納村には、「恩納村コープサンゴの森連絡会」の一員
として、利用代金の一部をサ
ンゴの植え付けにあてるなど
の活動に取り組んでいます。

リサイクルはもちろん、
繰り返し使うリユースも大切に

「リデュース（発生抑制）」「リ
ユース（再使用）」「リサイク
ル（再生利用）」の3R活動を、
「配送と回収」という生協な
らではのしくみを生かしなが
ら行い、環境負荷低減に取り
組んでいます。

（株）パルブレッドのパンの
国産小麦使用比率98.7％を実現

子会社である株式会社パルブレッドは小麦の食料自給率向上をめ
ざし、国産小麦パンの開発を進めてきました。2025年度は、国産
小麦使用比率98.7％を実現しました。

持続可能なパーム油の生産
世界中で消費が急上昇しているパーム
油。インドネシアやマレーシアを中心に農
園開発が進み、生物多様性の喪失や労
働者の権利侵害といった問題が起きて
います。パルシステムでは、持続可能性
に配慮して生産されたパーム油への切り
替えを推進しています。

『こだわり酵母食パン
（国産小麦）』

『産直小麦の
バターが香るバターロール』

サンゴの
植え付けの様子

予約登録米の生産者・JA新潟かが
やき（新潟県）の青木 等さん

アブラヤシの収穫風景

宮崎県の伝統製法「やぐら」で作られた『伝統
のやぐら干し・産直大根ぬか漬けたくあん』

組合員 データ
センター

生産者・
メーカー

セット
センター

注文 発注 納品

余剰分のコストを商品価格に上乗せする必要がなくなり、組合員にとっては
適正価格で利用できるというメリットも。

使う前にも減らしたいから
包材のプラスチックの使用量を削減

プラスチックごみの削減と資源循環型社会の構築をめざし、プラス
チックトレーをやめたり、パッケージ袋に再生原料を使用するなど、
より環境負荷を低減するよう進めています。組合員がエコな商品を
選べるように、「プラ削減」マークを付けています。

マークが 
ついている商品数

635品 ※2026年3月時点。

『有機栽培の
産直抹茶入り
玄米茶』
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共生社会に向けた取り組み

誰もが安心してくらせる

地域社会を創ります
2026年 2月、社会情勢の変化を受け止め、多様な地域課題に対応した「地域福祉政策」を策定。
地域でのさまざまな福祉活動を推進します。

わかりあう
平和

ささえあう
福祉・たすけあい

小さな子どもをもつ家庭を支援するた
め、保育園「ぱる★キッズ」の運営のほ
か、家事サポートなども行っています。

助け合いの気持ちで生まれたのが
『CO・OP共済《たすけあい》』。手ご
ろな掛金で保障をお届けします。

自宅でのくらしを支援していくため、
訪問介護や介護に役立つ商品の宅
配などのサービスを提供しています。

パルシステム東京 江戸川センターでは、予備青果をフードバンク活動を行うボランティアグループに寄贈パルシステム東京 江戸川センターでは、予備青果をフードバンク活動を行うボランティアグループに寄贈
※予備青果…産地出荷後傷むことがあるため、交換のために用意している青果のこと※予備青果…産地出荷後傷むことがあるため、交換のために用意している青果のこと

保 育 介 護 共 済

パルシステム東京「ぱる★キッズ」 パルシステム神奈川「ぬくもり」 CO・OP共済キャラクター コーすけ

 パルシステムが取り組む福祉、共済事業 

K-89551-2606
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2025年度の実績（グループ全体）

199団体 5,053万5,737円

2025年度組合員募金総額

5,889万6,849円
※ 毎月一定額を寄付する「奨学生応援サポーター」
は、1万2,302人（2026年3月31日時点）

2026年度
東京電力福島第一原子力発電所事故被災者応援金

865万1,036円
※ 別途パルシステム共済連寄付金（CO・OP共済《たすけあい》 
新規加入者数×50円）も加わり、活用されます

2025年度
能登半島地震 人的支援人数

49人（全7クール）

離れてくらす家族の安心のために
「見守り安心サービス」※

組合員の「地域で元気にくらしたい」という思いをサポートするのが、
「見守り安心サービス」です。配達担当が毎週のお届け時におうか
がいした基本情報（在宅・不在など）を、親族などへメールでお知ら
せします。異変に気づいたときは、緊急通報も行います。
※60歳以上の組合員が対象

組合員の募金で若者の学びを支える
「パルシステム給付型奨学金」
家庭環境や経済的な事情から進学が困難な若者を支える返済不
要の給付型奨学金制度。支援団体による生活・進路相談といった
サポートが得られるのも大きな特長です。奨学金はすべて組合員募
金でまかなわれ、2026年度は新たに54人の学生に給付をします。

障がいの有無に関わらずともに
活動し協力しあう社会をめざす
「うりんこくらぶ」。写真は「手作
り味噌仕込み」イベントの様子

助成団体による
「地域づくり基金」の
取り組みを通じた
組合員交流の様子

市民による地域活動を
支援する助成制度

市民による活動団体や生産者、取引先との連携で、誰もが活躍で
きる社会をめざし、地域活動を支援しています。助成金は組合員が
パルシステムの商品やサービス、共済などの事業を利用することで
生まれた剰余金をもとに運用しています。

家を借りたくても借りられない人への
居住支援

生活困窮者や単身高齢者、障がいのある人は住まいを確保しようと
しても賃貸契約に至らないケースが多く、住宅確保要配慮者を支
援する「居住支援」の役割は
高まっています。パルシステム
は2019年に設立された「一
般社団法人全国居住支援法
人協議会」に参画し、居住支
援を行っています。

被災地を募金や職員派遣で
継続的にサポート

東日本大震災から15年。パルシステムは募金やボランティア支援を
続けています。原発事故を風化させないために、「東京電力福島第
一原子力発電所事故被災者応援金」を呼びかけました。原発事故
による被災者や避難者を支える活動を資金面で応援する制度で、
募金は甲状腺検診や保養活動、事故を風化させないための啓発活
動などに活用されています。ま
た、能登半島地震と豪雨の被
害に対しパルシステムグループ
は、組合員から寄せられた募
金の贈呈や職員派遣などを通
じ復旧・復興を支援しました。

「声のカタログ」で目の不自由な方も
パルシステムの商品が手にとれる

目の不自由な方も、パルシステムの商品を利
用できるよう、「声のカタログ」を用意。カタロ
グを読み上げる声を収録したCDを無料で配
付しています。

「平和のためにできることは？」を考える
平和・地域活動委員会

2025年は被爆・戦後80年で、
各地で平和を訴えるイベント
やよびかけがありました。

学業以外の成長も支援するしく
みが評価され、2025年度にグッ
ドデザイン賞を受賞しました

「 認定NPO法人いわき放射能市民測定室
たらちね」協力
パルシステム東京甲状腺検診の様子

人的支援活動で被災した母屋から家財を
搬出している様子（2024年当時）

省庁へ要望書提出の様子

茨城県土浦市で行った
被爆ピアノの演奏会の様子
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相模青果センター

新治センター

八王子センター

南大沢センター

大和田センター

熊谷センター

板倉食品加工センター

つくばみらいセンター

〒374-0113　群馬県邑楽郡板倉町泉野2-41-8

〒300-2417　茨城県つくばみらい市富士見ヶ丘1-11

〒243-0303　神奈川県愛甲郡愛川町中津4081

平 均 年 齢 平均勤続年数

会員生協� 職員の概況 （2026年3月31日現在）

12会員（11生協1連合会）
177.0万人（2026年3月31日現在）
2,689.6億円（2026年3月31日現在）
68カ所

会 員 生 協
会員組合員数
会員総事業高
配送センター

事業所 
設 立 年 月 日
区 域

本 部 所 在 地
稲城事務センター
（商品検査センター附設）
相模センター

岩槻センター

杉戸センター

会 員 生 協 数 供 給 高1990年2月9日
宮城県／福島県／茨城県／栃木県／群馬県／埼玉県／千葉県／東京都／神奈川県／新潟県／山梨県／長野県／静岡県

〒169-8527　東京都新宿区大久保2-2-6　ラクアス東新宿

〒206-0804　東京都稲城市百村2111

〒243-0303　神奈川県愛甲郡愛川町中津4036-7

〒339-0021　埼玉県さいたま市岩槻区末田942-1

〒345-0012　埼玉県北葛飾郡杉戸町深輪391-11

〒300-4111　茨城県土浦市大畑192-1

〒192-0919　東京都八王子市七国3-55-1

〒192-0364　東京都八王子市南大沢3-21-1

〒192-0045　東京都八王子市大和田町4-6-3

〒360-0112　埼玉県熊谷市樋春字袋田1223-3

12会員（2026年4月1日現在） 1,873.3億円（2026年3月31日現在）

前 期 末 数 当 期 末 数区　　　分
正 規 職 員 418人 428人

総 数
定時職員

83人 84人
正規換算数 46.8人 51.1人

組織機構図
（2026年4月1日現在）

組織情報

44.6歳 13.1年
─ ─
─ ─

理事長

商品管理本部

情報システム本部
システム部

ＩＴサービス部
インフラサービス課
システムサポート課

コンプライアンス室
内部監査室

物流部

品質保証部

商品開発本部

産直事業本部 第2産直部
農産物流課
畜産課

農産加工管理課
食・農推進課
交流推進課

農産加工開発課

米穀課

野菜課
果実課

常勤監事

第1商品部

水産課

ドライ食品課

冷凍食品課
日配課

第2商品部

特別企画課
生活用品1課
生活用品2課
サービス事業課

仕様書管理課

品質管理3課
商品検査センター

品質管理2課
品質管理1課

物流開発課
物流管理課

業務システム1課
業務システム2課

管理本部

経理部

総務部

人事教育部

経理1課
経理2課
総務課
施設課
人事1課
人事２課

常務執行役員

専務理事

総合福祉事業推進室
運営室

運営本部

常務執行役員

事業支援課
組合員の声推進課
営業企画推進課
営業支援課

インターネット事業推進部

事業部

営業部事業本部

インターネット開発課
インターネットサービス課

地域活動支援室

環境政策推進室 
渉外・広報室

企画政策本部

広報本部

商品企画部

広報コミュニケーション課
商品活動課

広報企画部

商品企画1課
商品企画2課
利用推進課

第1産直部

第3産直部

常務執行役員

常務理事
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商品開発・産直事業統括

連合会財務データ

出資金および組合員数 供給高
（万人） （億円）

2520 21年度 22年度

■会員生協組合員数　● 連合会出資金

24年度0

40

80

120

160

200

0
23年度

20

40

60

80

100

120

140

160

年度年度

177.0
164.9

158.7

128.7

168.3

138.7

171.4

148.7

173.5

158.7

176.2

158.7
2,689.6

1,873.3

2,573.5

1,864.8

2,530.9

1,740.9

2,569.1

1,769.7

2,541.0

1,761.0

2,604.2

1,811.0

25年度20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000 ■連合会供給高（億円）　■会員生協総事業高（億円）

貸借対照表 （2026年3月31日現在） 損益計算書（自2025年4月1日　
至2026年3月31日）（単位：千円）

役員・執行役員 （2026年6月22日現在）

流 動 資 産

固 定 資 産

資 産 合 計

科　目
現預金
供給未収金
商品
その他流動資産

建物及び構築物
機械装置
器具備品及び車両運搬具
土地
その他
有形固定資産　計
無形固定資産
その他固定資産
固定資産　計

流動資産　計

金　額
9,744,791
18,136,980
1,653,458
15,985,993

14,394,387
1,848,243
448,013

12,049,022
632,286

29,371,953
2,978,066
5,675,341
38,025,361
83,546,585

45,521,224

負債・純資産合計 83,546,585

流 動 負 債

負 債 合 計
会員出資金
剰 余 金

純資産合計

固 定 負 債

科　目
買掛金
その他流動負債
流動負債　計

その他固定負債
固定負債　計

法定準備金
その他積立金
当期未処分剰余金
剰余金　計

長期会員生協預り金

金　額
22,466,021
22,158,076
44,624,098

1,060,706
3,660,706
48,284,804
15,874,600
7,937,800
9,776,869
1,672,512
19,387,181
35,261,781

2,600,000

当期未処分剰余金 1,672,512
当期剰余金 1,119,732

供給剰余金 12,556,944
供給高

その他事業収入
事業総剰余金
事業経費
事業剰余金
事業外収益
事業外費用
経常剰余金
特別利益
特別損失
税引前当期剰余金
法人税等

187,332,129

19,946,938
32,503,882
31,389,443
1,114,439
316,848
78,816

1,352,471
65,918
37,170

1,381,219
196,240

法人税等調整額 65,246

（単位：千円）

監 事
氏　名

菊 田　 了 史 パルシステム埼玉 管理管掌理事
茅 根　 誠 パルシステム茨城 栃木 代表理事 専務理事
小 澤　 浩 二 パルシステム山梨 長野 代表理事 専務理事
髙 橋　 成 秀 パルシステム群馬 代表理事 専務理事
横 田　 敦 実 パルシステム福島 代表理事 専務理事
室 崎　 正 徳 パルシステム共済連合会 代表理事 専務理事

常任理事 西 村　 陽 子 パルシステム東京 代表理事 理事長

吉 藤　 友 美 パルシステム東京  常任理事

大平　真紀子 パルシステム群馬 代表理事 理事長
池 端　 美 雪 パルシステム福島 代表理事 理事長
杉 原　 学 パルシステム東京 代表理事 専務理事
杉 村　 剛 是 パルシステム東京 常務理事 

青 木　 恭 代 パルシステム茨城 栃木 代表理事 理事長
西 内　 良 子 パルシステム埼玉 代表理事 理事長

常務理事

辻　 正 一

馬 渡　 詳 充

網 野　 拓 男 パルシステム神奈川 代表理事 専務理事

理　　 事

福 岡　 明 パルシステム神奈川 常務理事

髙橋　由美子 パルシステム千葉 代表理事 理事長

新 村　 里 志 パルシステム千葉 代表理事 専務理事
山 本　 香 美 パルシステム千葉 運営担当理事
森 田　 康 生 パルシステム埼玉 代表理事 専務理事

代表理事
理 事 長
副理事長
代表理事
専務理事

氏　名

渋 澤　 温 之

藤 田　 順 子

パルシステム共済連合会 代表理事 理事長

パルシステム神奈川 代表理事 理事長

古 家　 滋 子 パルシステム山梨 長野 代表理事 理事長

福 澤　 裕 克 常勤監事 
パルシステム埼玉 監事

國 領　 俊 文

塩 生　 朋 子
パルシステム東京 常勤監事 
パルシステム共済連合会 監事

員外監事（弁護士）
岩 田　 一 喜

上田　麻理子

員外監事(公認会計士)

パルシステム神奈川 監事

佐 藤　 健 二
工 藤　 友 明
中 根　 裕
濱 田　 史 明
茂 木　 洋 介

運営本部長
産直事業本部長
企画政策本部長
情報システム本部長
商品開発本部長

常務執行役員 西 田　 隆 情報システム・商品管理統括(商品管理本部長兼務)

横 山　 博 志 広報・事業統括(事業本部長兼務)
執行役員 加藤　かおり 広報本部長

落 合　 誠 士 管理本部長

理事会の下の
　委員会　
　委員長　

大平　真紀子
濱 田　 史 明

地域づくり基金運営委員会 委員長
個人情報保護委員会・情報セキュリティ委員会 委員長

髙橋　由美子 商品委員会 委員長
古 家　 滋 子 産直委員会 委員長
西 村　 陽 子 平和・地域活動委員会 委員長
西 内　 良 子 環境委員会 委員長

野 津　 秀 男
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パルシステムグループ情報

（財務データ：自2025年4月1日　至2026年3月31日／職員数：在籍数）

子会社概況

パルシステム協力会
協力会は、取引先によって自主的に組織された会です。協力会
会員（取引先）、パルシステム会員生協（組合員）、パルシステム
連合会、パルシステム生産者・消費者協議会と活動しています。
各部会活動をはじめ、イベントへの協賛、組合員を対象とする
学習会や工場見学への協力、品質管理強化月間・歳末物流強
化月間運動などに取り組んでいます。
＜328団体＞2026年3月末現在
パルシステム生産者・消費者協議会
パルシステムに農畜水産物を供給する生産者と、連合会 （子会
社を含む）・会員生協・組合員がともに協議し、自主的に活動す
る会です。生産品目別の専門部会および地域ブロック活動をは
じめ、青年農業者交流会、組合員を対象とする産直講座、生
産者と職員を対象とする研修プログラムなどを企画しています。
＜187団体＞2026年3月末現在
一般社団法人くらしサポート･ウィズ
パルシステムから居住支援事業を受託した、住宅情報の提供
などの支援を行う組織です。くらし相談ダイヤルなどのサービ
スを提供し、他団体と連携しながら住まい探しや住まい活用の
ご相談にのっています。
一般財団法人パルシステム若者応援基金
「パルシステム給付型奨学金」制度の運用を行う財団です。組
合員募金による給付型の奨学金貸与の他、支援団体による生
活・進路相談といったサポートが得られる「伴走支援」に取り組
んでいます。

関連会社概況 協力団体

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒135-0015
東京都江東区千石1-4-9

1987年11月

95,000千円

100%

会員生協の配送業務及び個人別商品仕分け業
務、商品案内・注文用紙等の印刷、帳合業務

横山 博志

正規社員／715人  定時社員等／2,608人

12,022,680

627,034

21,580

12,233

84,474

34,099

50,375 （単位：千円）

株式会社 パルライン

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-3-4
出光新宿ビル 8階

2000年7月

200,000千円

60%

広報制作・企画立案及び通信販売業務、情
報システム等の企画、設計、販売、保守業務

加藤 かおり

正規社員／83人 

5,197,862

1,224,881

99,566

101,606

101,606

29,968

71,638 （単位：千円）

株式会社 パルシステム・リレーションズ

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-4-15
サンライズ新宿3階

1989年10月

99,000千円

36.4%

食料品の輸出入・販売

山下 万里子

正規社員／17人  

1,969,765

303,089

89,114

87,902

88,002

25,566

62,435 （単位：千円）

株式会社 オルター・トレード・ジャパン

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒275-0002
千葉県習志野市実籾2-36-10

1979年2月

80,000千円

100%

牛・豚等精肉加工、ハム・ソーセージ等加
工、食品製造及び加工

野津 秀男

正規社員／74人  定時社員等／302人

18,920,379

866,722

340,232

347,999

341,194

115,151

226,042 （単位：千円）

株式会社 パル・ミート

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒192-0045
東京都八王子市大和田町4-6-3

1997年11月

54,040千円

100%

パン及び菓子の製造

西田 隆

正規社員／84人  定時社員等／210人

4,433,856

491,139

55,309

61,723

58,681

17,405

41,275 （単位：千円）

株式会社 パルブレッド

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-3-4
出光新宿ビル 3階

2016年2月

20,000千円

（株）パルシステム電力100％子会社

発電事業、再生可能エネルギー等の研究
開発及び販売事業等

大安 さとる

─ 

71,079

25,964

17,220

17,546

17,546

5,788

11,758 （単位：千円）

株式会社 パルシステム発電

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒300-2417
茨城県つくばみらい市富士見ヶ丘1-11

2000年9月

30,000千円

（株）パルライン52％子会社

会員生協の配送業務、基幹物流業務

塚本 昭二

正規社員／459人  定時社員等／49人

3,251,778

362,882

11,672

23,996

23,996

1,197

22,798 （単位：千円）

株式会社 パルシステム・イースト

住 所

設 立 年 月

資 本 金

出 資 比 率

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

売 上 高

売上総利益

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-3-4
出光新宿ビル 3階

2003年3月

10,000千円

53.4%

電気事業、古紙等のリサイクル事業、再生可能エネル
ギー等の研究開発及び販売事業、環境推奨商品の販売

大安 さとる

正規社員／49人  定時社員等／33人

8,727,308

1,914,197

1,140,396

1,145,989

1,145,989

381,273

764,715 （単位：千円）

株式会社 パルシステム電力
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会員生協概況

パルシステム共済連概況

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜
3-18-16　新横浜交通ビル

2000年4月

370,220人

59,578,626千円

12,158,801千円

正規職員／322人  定時職員等／863人

藤田 順子

生活協同組合パルシステム神奈川

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒950-1101
新潟県新潟市西区山田303-8

2017年2月

19,941人

2,445,103千円

272,181千円

正規職員／16人  定時職員等／34人

瀬野 悦子

生活協同組合パルシステム新潟ときめき

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒983-0035
宮城県仙台市宮城野区日の出町3-4-17

1979年8月

20,031人

3,531,640千円

1,309,915千円

正規職員／79人  定時職員等／116人

高橋 千佳

生活協同組合あいコープみやぎ

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒310-0022
茨城県水戸市梅香2-1-39

2000年3月

139,988人

18,618,481千円

7,158,132千円

正規職員／98人  定時職員等／131人

青木 恭代

生活協同組合パルシステム茨城 栃木

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒972-8316
福島県いわき市常磐西郷町落合278

1954年8月

40,474人

5,066,266千円

1,010,575千円

正規職員／33人  定時職員等／31人

池端 美雪

生活協同組合パルシステム福島

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒169-8526
東京都新宿区大久保2-2-6
ラクアス東新宿

1970年4月

538,799人

91,301,406千円

22,770,728千円

正規職員／527人  定時職員等／1,232人

西村 陽子

生活協同組合パルシステム東京

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒335-0005
埼玉県蕨市錦町2-10-4

1951年5月

230,940人

33,801,063千円

9,497,108千円

正規職員／151人  定時職員等／456人

西内 良子

生活協同組合パルシステム埼玉

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒370-0033
群馬県高崎市中大類町120-11

2002年5月

52,315人

6,361,122千円

1,154,288千円

正規職員／89人  定時職員等／75人

大平 真紀子

生活協同組合パルシステム群馬

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒417-0801
静岡県富士市大淵2297-8

2007年3月

45,971人

5,984,054千円

610,550千円

正規職員／37人  定時職員等／49人

細谷 里子

生活協同組合パルシステム静岡

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒273-0005
千葉県船橋市本町2-1-1
船橋スクエア21 4階

1976年10月

271,691人

37,412,424千円

10,667,538千円

正規職員／230人  定時職員等／593人

髙橋 由美子

生活協同組合パルシステム千葉

住 所

設 立 年 月

会 員 数

経 常 収 益

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-2-6
ラクアス東新宿

2009年12月

11会員

5,074,418千円

2,000,100千円

正規職員／41人  定時職員等／26人

渋澤 温之 

パルシステム共済生活協同組合連合会

住 所

設 立 年 月

組 合 員 数

総 事 業 高

出 資 金

職 員 数

理 事 長

〒400-0051
山梨県甲府市古上条町225-1

1962年4月

60,300人

8,395,186千円

2,682,928千円

正規職員／58人  定時職員等／85人

古家 滋子

生活協同組合パルシステム山梨 長野

51,577

52,077

52,077

16,819

35,258

185,467

住 所

設 立 年 月

資 本 金

事 業 内 容

代表取締役社長

社 員 数

手数料収入

営 業 利 益

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-2-6
ラクアス東新宿

1989年12月

30,000千円

保険代理業

室崎 正徳

正規社員／9人  定時社員等／2人

株式会社 パルふれあいサービス

（単位：千円）

経 常 利 益

税引前当期純利益

法 人 税 等

当期純利益

15



2026.07

パルシステム生活協同組合連合会
東京都新宿区大久保 2-2-6 ／ TEL：03-6233-7200（代表）

https://www.pal-system.co.jp/

1977年 首都圏生活協同組合事業連絡会議発足
 共同商品開発・共同仕入事業開始
  （15生協／常勤1名／初年度取り扱い高5,800万円）

1979年  （株）事業連畜産設立。精肉加工事業を開始

1981年 PB（独自開発）商品「こんせん牛乳」誕生

1983年  （株）事業連ハム設立。産直肉を使った無添加ハム・ソーセージの製造開始

1985年 共同購入商品案内・注文用紙統一、OCRシステム稼働

1987年 名称を首都圏コープ事業連合に変更
 畜産事業を担う（株）事業連畜産と（株）事業連ハムを統合し、
  （株）首都圏コープ（現（株）パル・ミート）に改称
 配送及びセット業務の（株）コープ・アイ（現（株）パルライン）設立

1989年 保険事業の（株）コープふれあいサービス
  （現（株）パルふれあいサービス）設立

1990年 生活協同組合連合会 首都圏コープ事業連合法人認可
 「個配」の実験供給を開始

1992年 青果共同仕入事業の（株）ジーピーエス設立。青果の仕入物流をスタート

1993年 個配の取り組みを本格化

1994年 再利用ネットワーク設立参加。リユースびんでの供給・回収開始

1997年  （株）せいきょうのパン屋さん（現（株）パルブレッド）設立

1999年 the ふーど（現コア・フード）商品の取り扱い開始

2001年 リサイクルセンター開設
 インターネット受注「オンラインパル」運用開始
 ライフステージ別商品案内を導入

2002年 生協パル群馬（現パルシステム群馬）が加入

2003年 環境事業の（株）エコサポート（現（株）パルシステム電力）設立

2004年 渋川市生協（現パルシステム群馬）が加入

2005年 パルシステム生活協同組合連合会へ名称変更

2006年 いわき市民生協（現パルシステム福島）が加入

2007年 パルシステム静岡が加入

2009年 パルシステム共済生活協同組合連合会設立

2011年 パルシステムサービスセンター開設

2014年 あいコープみやぎが加入

2016年  （株）パルシステム電力が電気の小売事業を開始

2017年 新潟ときめき生協（現パルシステム新潟ときめき）が加入
 パルシステム板倉食品加工センター開設
 第1回「ジャパンSDGsアワード」で、SDGs推進副本部長（内閣官房長官）賞を受賞

2020年 パルシステム熊谷センター開設

2021年  （株）ジーピーエスの事業をパルシステム連合会に統合
 東部エリアの物流を担う（株）パルシステム・イースト事業開始

2023年 （一財）パルシステム若者応援基金設立

2024年 パルシステムつくばみらいセンター開設

沿 革

この毎日の先に
ちゃんと明日があるように

すべての人や自然、地域と支え合いながら、
誰もがくらしやすく、ともに生きられる社会
をめざした取り組みを紹介しています。

パルシステム×SDGs

パルシステムの前身が1970年代に誕生し
て以来、商品を取り巻く背景や課題を組
合員とともに考え、持続可能な社会をめ
ざしてきました。
その取り組みが評価され、2017年には第
1回「ジャパンSDGsアワード」でSDGs推
進副本部長（内閣官房長官）賞を受賞。
今後も「商品供給」「共済・保険」「電力」
「総合福祉」の事業を通じてパルシステ
ム2030ビジョンの実現に向けた取り組み
をすすめ、SDGsにも貢献していきます。

こちらから
ご覧いただけます

パルシステムの
サステナビリティ


